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１．はじめに 

 琵琶湖湖陸風については，これまで色々な観測が実施されてきているものの１，２，３，４），その構造は明

確になっているとは言いがたい．実測を補うべき数値シミュレーションについても，伊藤 5)により近畿地

方の広域海風に関するものが行われている程度であり，湖陸風の解明を目的としたものは見当たらない．

このような状況を踏まえて，本研究では HOTMAC (Higher Order Turbulence Model and Closure)を用いた

三次元数値計算により，琵琶湖湖上風の構造を明確にするとともに，それと特に近畿地方全体の気流場と

の関連性について検討を行っている．こ

こでは，アメダスデータとの比較によっ

て，計算精度の検証を行う． 

 

２．計算の概要 

 HOTMAC の概要については，参考文献６

に譲る．琵琶湖周辺の内陸や盆地など複

雑な地形を高い精度で表現するとともに，

広域海風など近畿地方全域の気流場を再

現するために，ネスティング手法を用い

ている．図－１に計算領域を示す．外側の第

1 メッシュの大きさは，水平方向 240km（東

西）×320km(南北)である．鉛直方向領域には 5，10，15km と変化させて計算を実施している．水平格子

間隔は 8km，鉛直方向は不等間隔で 15-21層に分割してある．内側の第 2メッシュの大きさは水平方向 82km

（東西）×82km(南北)，鉛直方向 5-15km である．水平格子間隔は 2km，鉛直方向の分割は第 1 メッシュ

と同じである．気象庁は１日４回（3，9，15，21 時）高層気象観測 7)を行っている．本研究では，計算領

域周辺の３観測点（潮岬，米子，輪島）の風向風速データを，図－２のように時間方向に線形内挿して 1

時間ごとのデータとして，計算に取り込んでいる． 

 

対象日時 1992 年 8 月 18,19 日 
海面温位 298 k 

琵琶湖湖面温度 299 k 
海抜 0m 気圧 1010hPa 
初期風（風速） 2 m/s 
初期風（風向） 西 
計算時間 48 時間 

初期温位勾配 
～1200m，0.0045k/m 
1200m～，0.006k/m 

キーワード 湖陸風，琵琶湖，数値シミュレーション，大気環境  
連絡先 565－0871 吹田市山田丘２－１ 

図－1 計算領域 
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表－1 計算条件 
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図－２ 高層観測データ 
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 計算条件を表－１に示す．両日ともに気圧傾度が小さい夏季晴天日であり，湖陸風が発生しやすい

と予想される状況になっている． 

 

３．計算結果 

 図－３にアメダスデータとの比較を示す．南小松は琵琶湖北湖西岸に，虎姫，彦根は北湖東岸に位置し

ている．南小松では，昼間は東向きの風が，また夜間は西向きの風が発生している．一方，虎姫，彦根で

は南小松と逆位相の風が発生しており，琵琶湖東岸，西岸の湖陸風が再現されていることがわかる．風速

については，比較的高層風の弱い第２日目の計算結果は実測結果より大きくなっている．しかしながら，

全般的に計算結果はアメダスデータの変動傾向を良好に再現している． 
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    (a)南小松風向         (b)虎姫風向         (c)彦根風向 
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    (d)南小松風速         (e)虎姫風速         (f)彦根風速 

図-３ アメダスデータとの比較 

 

 夜間あるいは昼間でも比較的高層風の小さい条件下では，計算領域の上面境界を高くするほど，計算値

が小さくなる傾向があることから，乱流境界層の高さに対して，計算領域の高さが不十分であることが予

想される．しかしながら，計算結果とアメダスデータとの一致度については，場所と時間によってばらつ

きがあり，乱流境界層が比較的発達しにくい条件下での，乱流モデルの予測精度についても検討を加える

必要がある． 
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